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私たちが輝くこと，伝えること，創りだすこと 
　昨年3月，東京の目黒で5歳の女の子が父親の虐待を受けて亡くなりました。事件後に見つかった
「もうおねがいゆるしてください」という反省文は，私たちの心を深く深くえぐりました。さらに，
今年1月，野田市で小学校４年の女の子がやはり虐待で亡くなりました。「お父さんに暴力を受けて
います…先生どうにかできませんか」と本人が訴えたにもかかわらず…と考えると心が張り裂けそう
になります。目を閉じ少し想像するだけでも子ども自身の無念さや，言いようのない辛さ，絶望感が
つぎつぎに押し寄せてきます。子どたちもとともに歩む私たちにとって，一年間のうちに２度もこう
した事件が起こることは，悲しみの極みとしか言いようがないのですが，今となっては，その事件の
ことももうすでに時の向こうに行ってしまったかのようです。 
　やはり昨年発覚した「障がい者雇用水増し問題」も問題の本質は明確にならないまま，終焉を迎え
ようとしています。ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）を掲げ，2020年のオリンピックに向
けてはそのオリンピック憲章を全うすべく障がいのある人たちの文化芸術活動を推し進めている私た
ちの国。しかしその国の行政省庁および地方自治体においてこんな甚だ馬鹿馬鹿しいことが起こって
いた事実に私たちは唖然としました。 
「物がない」ことや「不便なこと」「待たされること」などに心悩ますことのない私たちの社会。

一見すると便利で豊かな社会なのに，いろんなことがどんどん高速に流れ，心に教訓を残すこともな
く忘れ去られていき，その結果，つながり合うことも，成長しあうこともできないまま，また明日に
向かう…，そんな悲しい無機質な社会，そしてそれを私たち自身が構成していることも私たちはきっ
とわかっているのだと思います。 
　今年3月に新作を発表した障がいのある人たちや子どもたちも含めた色々な人と共につくる演劇
は，広島の猿猴川に住む河童の世界が舞台になっています。人間も猿猴（かっぱ）も一緒に暮らして
いた広島の街。しかし人間の争いがもたらした「ピカ」以降，猿猴たちは川の中だけで暮らすように
なります。せかせかと余裕なく生きる中で不寛容になってしまった人間社会。しかし猿猴の世界は，
昔と変わらずみんなが一緒に「おきらくに」毎日を楽しくいきている。そこには喧嘩はあってもそれ
以上の思いやりや優しさがある…。きっとこの世界では，虐待も不正もましてや表面的で言い訳に満
ちた生活もないんだろうなと，演じる私たちですらも引き込まれ，涙し，思いが巡り，そして考えさ
せられます。私たちの社会の進化のあり方は良かったのか…と。そして現実に戻ります。普通の演劇
だときっとここで「ため息」が出るところですが，ふと隣を見ると元きっず組の卒業生やひゅーるの
仲間，そして新しく出会った仲間がゲラゲラ笑いながら声をかけてくれます。少なくともここには，
とても小さいけどまるで「猿猴」のような世界があることに気づき，安堵し，未来への希望がわいて
くることを感じます。 
　演劇の世界に逃避することを伝えたいのではありません。 
　昨年4月の活動指針で，福祉サービスの給付が抑えられ，めまぐるしい報告，業務が強いられる
中，私たちは，提示される福祉サービスのかたちと現場の事実との矛盾を私たちの「心」で折り合い
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をつけながら活動を続けていることを伝え，私たちは認定NPOとしてみなさんとともに，社会を先駆
けるものとしてかっこよく笑顔を分け合いながら歩んでいきたいという決意を記しました。それから
私たちは，「夢未来会議」という私たちのこれらかを考える場を立ち上げ，一年間議論をしてきまし
た。その結果，私たちは「キラキラすること」「キラキラを伝えること」「キラキラを創ること」を
これから何よりも大切にしていこうと決意しました。きっとこの社会は，これからも私たちの心を置
いてけぼりにするかのようなスピードをさらに加速させながら進んでいくことと思います。でも，私
たちは，その社会の流れに合わせ，心に折り合いをつけながら生きていくことはやめようと思いま
す。日常には色々なことが起こります。楽しいことばかりではなく多くの問題も発生します。しか
し，それをきちんと大切にした生き方をしていきたいと考えるのです。時間をかけることにはたっぷ
り時間をかける。大切なことはきちんと大切にする。向き合うこと，出会うことに心を込める。日常
をもっともっとたくさんの心と笑顔で満たし，その日常を何よりも輝かせることに心を尽くすこと。
私たちと子どもたち，私たちと障がいのある人たち，私たちと多くの地域の人たち，そして私たちと
ともに歩んでくださる人たちとともに，この日常をもっともっと今以上に，日本一，世界一になるぐ
らい輝かせ，幸せで満たすこと。そういう日常をちゃんと示せることこそが，社会のあり方を変える
小さいけれどとても大きなきっかけになるのではないかと私たちは考えるのです。つまり，現場の営
みから，社会のスピードを変えていくこと，社会の価値観や考え方，将来を生きる進化した心をもつ
人間としての姿を示すことに取り組んでみたいと思うのです。舞台は，社会のどこかにあるのではな
く，ここ，ひゅーるぽんにあるのだと認識し，歩んでいこうと思います。 
　福祉サービスとして規格化された現場を維持しながら，子どもたち，通所者，地域にとって一番大
切なことを考えながら歩んでいくこと，理想に満ちた活動を行なっていくのは容易ではないと思いま
す。しかし，目の前に仲間そして，支援してくださる方がいらっしゃることは大きな励みです。「こ
の子らとともに」私たちは輝く成長と歩みの軌跡を描いていきます。そして，「この子らと世に光
を」生み出していきます。 
　その歩みを，ぜひあなたとともに。多くの人たちとともに。 
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 ＝その他、本法人の目的を達成するために必要な事業  
　認定NPOとして、引き続き運営基盤の強化と安定につなげていきます。スタッフ一人ひとりが私た
ちの活動や思いを積極的に社会に発信し、活動への共感者、支援者をより増やしていきたいと思いま
す。また昨年度の夢づくり未来会議で共有した今後の活動の方向性に立ち返りながら、長期的な視点
で活動を精選していきます。社会に必要なことは何か、私たちの実績や専門性をどう活かすべきなの
か、力をどこに注ぐべきなのかを、常に考えていきたいと思います。 

1-1　各種運営会議 
1-1-1　運営に関する会議 
1-1-1-1　通常総会 
1-1-1-2　顧問監事会 
1-1-1-3　理事会 
1-1-1-4　こども発達支援センター運営委員会 
1-1-1-5　運営委員会 
1-1-1-6　夢づくり未来会議2019 
1-1-1-7　業務セクション会議 
1-1-1-8　プログラム検討委員会 
1-1-1-9　所長会議 

1-1-2　プログラム実施に関する会議 
1-1-2-1　コミュニティスペース事業に関わるプログラム会議 
1-1-2-2　まちづくり、ボランティア育成事業に関わるプロジェクト会議 

 
1-2　活動支援プログラム 
1-2-1　Hull Fan 
1-2-2　一般寄付 

1-3　研修 
1-3-1　新人スタッフ研修 
1-3-2　スタッフ研修 
1-3-3　他団体主催の研修等への参加 

1.運営に関わるプログラム
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2-1.こども発達支援センター事業　＝子どもたちの育ちの支援に関わる事業 

2-1-1  児童発達支援（ひよこ組）＝児童福祉法に規定する障害児通所支援事業 

　今年度も「安心感・交流感・有能感・自己決定感、健康・基本的生活習慣、あそび、人とのか
かわり、認知・コミュニケーション、地域とのかかわり、家族支援」という領域を軸に、発達支
援計画を保護者と丁寧に確認しながら、子ども達が安心していきいきと自分らしさを発揮できる
場にしていきたいと思います。 
　また、スタッフのスキルアップをはかるため、引き続き「発達障がい支援」「遊びと身体・感
覚」「評価ツール」の３つの柱について継続した勉強会の実施やケースカンファレンスを行なって
いきます。 
　保護者支援については、母親だけではなく父親も参加できるように土曜日研修の実施を継続し
ていきます。ペアレントトレーニング研修も土曜日に実施し両親が一貫性のある子育てをしていけ
るように支援していきます。また、家族を支援する延長保育プログラム「ゆうやけひよこ　ちっ
ち」を継続していきます。 

 

 4

2.コミュニティスペースプログラム



 

事業目的
就学前の発達支援の必要な子どもたちに「生活」「あそび」の支援を行うことを通
して、日常生活動作の確立を図るとともに、人に対する愛着心を育みながら、ご家
族の方も含めて笑顔でいきいきと過ごしているいけることを目指します。

実施内容

ひゅーるぽんこども発達支援センター独自の安心感を基盤とした交流感・有能感・
自己決定感の醸成を基盤として、発達支援指針に基づきながら「健康・基本的生活
習慣」「あそび」「人とのかかわり」「認知・コミュニケーション」「地域とのか
かわり・家族支援」の支援を行います。 
⑴活動計画 
　　　発達課題に配慮した発達支援計画に基づいた支援を行います。 
⑵行事予定 
　　　　4月：はじまりの会、こいのぼり製作、個人懇談 
　　　　5月：徒歩遠足 
　　　　6月：健康診断 
　　　　7月：七夕のつどい、プール開き、歯科検診 
　　　　8月：水遊び、パパ・ママとあそぼう、夕涼み会 
　　　　9月：年長お泊まり会、個人懇談 
　　 　10月：お月見クッキング、運動会 
　　　 11月：お芋クッキング 
　　　 12月：おもちつき、冬のお楽しみ会 
　　　　1月：お正月あそび 
　　　　2月：節分、アート・ルネッサンスツアー、健康診断、個人懇談 
　　　　3月：すだちの会 
　　　　　　　※毎月：きっず組との交流「ぴよきっず」、身体測定を実施

実施予定 通年
事業体制 スタッフ・ボランティアリーダーなど
事業費 36,204,679円
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2-1-2  放課後等デイサービス事業（きっず組）＝児童福祉法に規定する障害児通所支援事業 

　これまで、きっず組の活動や集団の中心になっていた高学年の子どもたちが卒業、進学したこ
とに伴い、集団活動の中心となって進めていく経験の少ない子や低学年の子が大半を占める集団
になります。スタッフと一緒に行事を企画実行したり、集団の中でリーダーシップを発揮する経験
を積むことで、友達を思いやる気持ちや社会力を高めていきます。また、多様な活動を取り入れて
生活経験を広げ、日常の中でわくわくする気持ちを高めることにつなげます。子どもたちが主体性
を発揮する活動と、スタッフ提案により様々な経験を増やしていく活動の両方を、バランス良く
取り入れていきます。 
　加えて年齢別の活動場面も設定していきます。高学年の子どもたちはサイクリングやお祭りな
ど、これまであまり経験していなかったことや役割を担うことにも挑戦し、達成感を得る活動を
通して有能感を高めていきます。低学年の子どもたちは、日々の集団遊びやスタッフ、友達とのや
りとりを楽しむ時間を大切に過ごし、安心感、交流感を高めていきます。 
　ひよこ組、ぽんぽんとの交流も継続し、通所児・者同士の日常的な関係を深めていきます。さ
らにこども発達支援センターとして、幼児期から成人期までの一貫した支援観と長期的視点で成
長を見守っていける強みを生かし、専門職の保健師、栄養士、心理士、相談員と連携を図りなが
ら多面的に子どもたちの姿を捉えるよう努めます。 
　なお、今年度も学校等他機関との連携を積極的に図り、支援に生かします。保護者へは、日々
の送迎時や茶話会、勉強会、懇談などを通して思いを共有すること、保護者同士のつながりを作
ることを大切に支援していきます。 
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事業目的
障がいのある子ども達に対して、子どもの思いや願いをくみ取り、大切に育む事を
活動の基本とし、安心感を基盤に人や社会とつながって、いきいきと自己の力を発
揮していけるよう育ちの支援を行います。

事業内容

安心感を基盤に、交流感、有能感、自己決定感を育み、子ども達の社会力を高める
ための支援を行います。さらに実際の指導に当たっては発達支援指針にもとづいて
「健康の保持」「心理的な安定」「人間関係の形成」「環境の把握」「身体の動
き」「コミュニケーション」の６領域の発達支援を行います。 
⑴ 活動計画 

個別支援計画に基づき、自立した日常生活を営むために必要な支援、創作的
活動、地域交流の機会の提供、余暇の提供等を行います。 

(2) 行事予定 
4月：春祭り参加、保護者茶話会、サイクリング　　　　　   
5月：サイクリング、保護者交流会 
6月：外出プログラム、保護者勉強会、個人懇談（個別支援計画の確認） 
7月：ぽんぽんとの交流レク、夏祭り参加 
8月：キャンプ、プール 
9月：遠足、保護者勉強会 
10月：ハロウィンパーティー、個人懇談（個別支援計画の見直し）、運動会 
11月：地域のお祭りへの参加、サイクリング 
12月：冬のお楽しみ会、餅つき大会、保護者交流会 
1月：初詣、書き初め、雪遊び、保護者勉強会 
2月：節分 
3月：旅行、お別れ会、個人懇談（個別支援計画の評価） 
※その他、年間を通じて誕生日会、ひよこ組との交流「ぴよきっず」を実施予定 

(3) 個別支援については、基本的生活習慣チェック表と社会力評価表を利用し、子
どもたち一人ひとりの現在の状況と課題を促え直し、短期的、長期的な個別の支
援計画を作成し支援を行います。また年齢別集団の目標を設定し、アプローチを
行います。　 
(4) こども発達支援センターとして、専門性を生かし地域社会で果たす役割を考察
しながら、学校・関係機関・医療機関等との連携・協働による支援を行います。 
(5) ひよこ組、ぽんぽんとの合同の活動を積極的に行い、関係を深めるとともに、
子ども達の成長の場面にします。 
(6) 個人懇談、保護者勉強会、交流会を通して保護者と思いを共有するとともに、
保護者間のつながりを深めます。

実施予定 通年

事業体制 スタッフ、ボランティアリーダー、外部協力者など

事業費 15,406,834円
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2-1-3  保育所等訪問支援事業　＝児童福祉法に規定する障害児通所支援事業 

2-1-4  障害児相談支援事業　＝児童福祉法に規定する障害児地域支援事業 
 障害児指定特定相談支援事業　＝障害者総合支援法に規定する事業 

　昨年度に引き続き、子どもの育ちに関する相談、サービス等利用計画作成に関する相談に応
じ、発達に支援の必要な地域の子ども達の育ちを応援していきます。計画相談支援では標準モニタ
リング期間が短縮されるなど、子どもの生活やそれを取り巻く家族の状況について丁寧に関わって
いくことが求められています。相談員が実際に子どもたちが日常生活を送る学校や園、発達支援の
場へ積極的に出向き、関係者と連携しながら育ちの様子や支援のあり方についてしっかり考えて
いけるよう努めます。 
　また、広島市の障害児等療育支援事業を引き続き受託することで、訪問やサロン活動、地域の
オープンスペース等との訪問連携を通して、子育ての悩みや困りごとに柔軟に対応していき、地域
の誰もが安心して相談できる環境を作ります。 

事業目的 保育所等において、発達に支援が必要な子どもが他の子どもとの集団生活に適
応することができるよう適切で効果的な専門的支援を行います。

実施内容 障害児相談支援のプランにより当事業が必要と認められた児童への支援を行な
っていきます。

実施予定 通年

事業体制 スタッフ

事業費 89,000円

事業目的 地域の発達に支援が必要な子どもが、自立した日常生活・社会生活を営むこ
とができるよう相談支援を行います。

実施内容

◯ 相談の受け入れ 
一般的な育ちの支援に関する相談 
通所や児童福祉サービスに関わる相談 
豊かな地域生活をおくるための相談 
他機関（行政、保育園、幼稚園、学校等）との連携 

◯ 障害児支援利用計画、サービス等利用計画の作成 
◯ 障害者自立支援協議会安佐南地域部会とこども部会への参加。

実施予定 通年

事業体制 スタッフ

事業費 4,206,964円
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2-1-5  広島市障害児等療育支援事業　＝障害者総合支援法に規定する事業 

事業目的
広島市より委託を受け、障害児等の地域における生活を支えるため、身近な地
域で療育指導、相談等が受けられる療育機能の充実を図り、地域の発達に支援
が必要な子どもたちの福祉の向上を図ります。

事業内容

(1) 在宅支援訪問療育指導事業 
希望に応じて保健師、保育士等が各家庭を訪問し、健康診査、相談及び助言を行
います。 
○ ひろばKUSUKUSU祇園の発達相談日の定期開催 
　　2ヶ月に1回予約制で個別相談を行います。 
○ ひろばKUSUKUSU佐東の発達相談日の定期開催 
　　2ヶ月に1回フリースタイルでの相談を行います。 
○ 必要に応じて訪問相談を行います。 

(2) 在宅支援外来療育指導事業 
○ ひゅーるぽんでの個別相談 
○ 子育てサロンひゅーる 
　隔週火曜日(第2・第4)　10:30～11:30 
子育て中の親子を対象に、遊びの支援、集いの場の提供を行います。 

○ ぴよぴよサロン・ぴよぴよくらぶ 
隔週火曜日(第1・第3)　10:30～ 
発達の支援が必要な幼児(親子)を対象としたサロン及び、生活や遊びの支援
を行います。 

○ 施設支援一般指導事業 
ひゅーるぽんの保育士等が、地域の保育所等の職員に対し、発達支援に関す
る技術の指導等を行います。

実施予定 通年

事業体制 スタッフ、ボランティアなど

事業費 2,002,936円
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2-1-6  その他　こども発達支援センター自主事業　＝自主事業 

事業目的
こども発達支援センターとしての専門機能を活かし、地域で発達に支援が必要
な子どもやその家族からの相談を受け、他機関と連携し、地域の中核的な療育
支援施設としての役割を果たします。

事業内容

○ 子育て支援事業 
月2回の子育てサロンの開催や、児童発達支援ひよこ組の行事への参加をすすめな
がら、地域の親子が気軽に利用できるセンターを目指します。 

○ 公開研修の実施　 
子育てに関する勉強会を地域の保護者対象に実施します。 

○ 児童発達支援ひよこ組療育終了後の一時預かり事業 
療育時間以降の一時預かり「ゆうやけひよこ　ちっち」を実施し、家族が笑顔で生
活できることを応援します。 

○ 児童発達支援ひよこ組退園後の保護者へのアフターフォロー事業 
幼・保育園に通う子どもの保護者を対象とした「こっこくらぶ」、就学後の子ども
の保護者を対象とした「こけこっこくらぶ」を開催し、保護者の悩みの解消や同じ
悩みを持つ保護者同士の交流を図ります。 

○ 安佐南区こども発達支援事業所連絡会の事務局 
地域の児童発達支援・放課後等デイサービス事業所との横の連携を図り、地域全体
の発達支援の質の底上げを目指します。 

○ 福祉施設として、学生やボランティアの積極的な受け入れ 
放課後等デイサービスきっず組、児童発達支援ひよこ組や子育てサロン等へのボラ
ンティアの受け入れを積極的に進め、地域の福祉拠点としての役割を担います。

実施予定 通年

事業体制 スタッフ

事業費 24,000円
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2-2  コミュニティほっとスペースぽんぽん（＝地域活動支援センター） 
＝障がいのある人等をはじめとする成人の地域生活ならびに社会参画支援に関わる事業 

 通所者一人ひとりが人や社会とつながる喜びを感じながら、いきいきと楽しく豊かに生きていくた
めの支援を行います。 
　アートによる表現活動では、創作環境を整え、彼らの表現する世界を大切にしていきたいと考えて
います。また作品の管理やデータ化にも力を入れ、多くの方に作品を見ていただくチャンスを作って
いきたいと思います。そして働くことの支援としては、昨年に引き続き、地元企業や団体とのコラボ
レーションによるアートグッズ製作や販売に、より一層力を入れて取り組み社会に広めていきたいと
考えています。 
　加えて、生きがい支援を含めた多様な活動プログラムを行い、一人ひとりが自分の目標や自信の持
てることを見つけ、仲間とともに力を発揮し高めていくことができるように支援していきたいと思い
ます。 
　また、通所者の健康面や将来の生活における成人期の課題について、本人や、家族に向けた勉強会
を実施し、身近なこととして考える機会を作りたいと思います。スタッフも一緒に知識を高めていき
たいと思います。 
　今年度は、就労継続支援B型事業所への移行を行う予定です。仕事と生きがい支援、その両方の良
さを出せる事業所を目指して、移行の準備を進めていきたいと思います。 

 

 11



 

事業目的
18歳以上の障がいのある人の就労、社会参画ならびに豊かな地域生活の支援を
行うことを通して、人や社会とつながる喜びを感じながらいきいきと豊かに生
きていくことを支援します。

実施内容

⑴ 人や社会とつながっていきいきと豊かに生きる社会生活支援活動 
○アート（アート製品づくり・販売、レンタルなど）を通した就労・自立支援、社会
参画支援。就業・生活支援センターと連携した就労支援。 

○日常生活能力・対人関係能力・社会生活能力の向上ならびに医療機関との連携を含
めた健康管理・維持増進に関わる取り組みの実施（保健師による健康観察、保健指
導、定期的に開催する運動クラブ活動、演劇クラブ）、人権擁護センターほっと
「ほっとさん」の訪問。 
○アート創作活動や余暇活動を通した生きがいの支援 
⑵ あたたかなまちづくりの拠点となる活動 
ギャラリーでの絵画展示・企画展、地域向けイベントの実施など、日常的な地域の
交流拠点づくり。アートを活用したまちづくりプログラムの実施。 

⑶ 利用相談や地域生活に関わる相談、利用希望者の見学・体験、実習生、ボランティ
ア・アートサポーター、見学の受け入れなど。 

※夏頃に就労継続支援B型に移行予定。 
※就労継続支援B型とは、通常の事業所に雇用されることが困難であり、雇用契約に基
づく就労が困難である者に対して、就労の機会の提供および生産活動の機会の提
供、その他の就労に必要な知識および能力の向上のために必要な訓練その他の必要
な支援を行う福祉サービスです。

実施予定 通年

実施体制 スタッフ、ボランティアリーダー、アートサポーターなど

事業費 14,074,964円
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3-1.  まちづくり 

3-1-1  アートによるまちづくりプログラム 

3-1-1-1  アート・ルネッサンス2020  ＝まちづくりに関わる事業 

　「障がいのあるアーティストの自由な表現を大切にすること」を一番大切にしたプログラム
をアートサポーターと協働で行います。その表現が観る人の心や社会を豊かにし、心和む空
間、時間を生み出していくことを目指します。他のアート事業と連携しながら、彼らととも
に、社会が幸せになっていくことを模索しながら、歩みを続けたいと思います。 

 

3.まちづくり・コミュニティボランティア育成プログラム

事業目的

○ 障がいのある人のアートが持つ芸術性と可能性、価値を広く社会に広め
ていきます。 

○ アートを通じて障がいのある人の社会参画を支援していきます。 
○ 現場で制作するアーティスト、サポーター同士のつながりを広げます。 
○ アーティスト、サポーターの創作意欲が高まる取り組みを行います。

実施内容
(1) 全国より、障がいのある人の芸術作品を公募し、選考の上、展示を行
います。 
(2) アーティスト、サポーター、市民との協働の形で開催します。

実施予定 2020年2月

実施体制 スタッフ、アートサポーター、ボランティア、アーティストなど

事業費 1,220,000円
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3-1-1-2  幸せProducts.  ＝まちづくりに関わる事業 

　幸せProducts.では、アートが日常の中にあるおもしろさを伝えることに取り組んでいます。 
　今年度は、アートを社会に広めていくことに重点を置いていきたいと思います。昨年度末から始
まった企業へのアートレンタルを各地域の施設、個人と協力し、継続した事業として位置づけアー
ティストへ対価を支払うモデルとして発信していきます。 
　また、アートの2次利用のモデルを示していけるように専門家、現場スタッフで協議を重ねてい
きたいと思います。他のアート事業と協働し、アートが社会をおもしろくすることを示していきた
いと思います。 

 

事業目的
○社会の中で障がいのある人のアートの普及と障がいのある人の社会参画
を促進します。 

○アートをまちづくりに活かす取り組みを高めていきます。

実施内容
⑴ アートレンタルの継続。 
⑵ アートを活用した、屋外展開の実施。 
⑶ アートの2次利用のあり方について専門家を交えて協議していきます。

実施予定 通年

実施体制 スタッフ、アーティスト、アートサポーター、外部専門家など

事業費 300,000円
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3-1-1-3  アートスペース　＝まちづくりに関わる事業 

3-1-1-4　アートサポートセンターひゅるる　＝まちづくりに関わる事業 

　アートサポートセンターとして、外部からのアート全般の問い合わせ、相談、協力依頼等の窓口
と、法人のアートによるまちづくり事業を各プロジェクトと共に行います。各プロジェクトの目的
を共有し、チームの力を高め、より深まりのある活動にしていきたいと思います。アートが注目さ
れている社会の状況を見極め、本当に必要なこと、活動を通して伝えたいことを協力してくださる
方と共に創っていきたいと思います。また、これまで十分にできていなかった「想いを発信する」
ことにも力を入れたいと思います。なぜ、何のために、何を目指しているのか、しっかり伝え共感
者を増やしていきたいと思います。 

事業目的

○ 障がいのある人のアートを支援するノウハウと資源を活用し、アートに取り組
む環境を提供してきます。 

○ 地域へ開かれたアート教室を開催し、制作環境を高めていきます。 
○ アーティストの発掘とアートの社会化を目指していきます。

実施内容

⑴ アートスペース絵画の開催。週２回。（月４回コース・８回コース）ア
ーティストが刺激しあい、のびのびと作品づくりを行える制作環境の場を
提供します。 
⑵ アートスペース陶芸の開催。月２回。外部より専門の講師を招き、自由
な発想で個性的な作品づくりを行います。 
⑶ 4カ月に１回（年３回）外部よりアートの専門家を招き、公開アートスペ
ースを開催します。 
⑷ 県内外の公募展への応募、作品展の開催等、作品を通した社会参画を行
います。

実施予定 通年

実施体制 スタッフ、外部講師

事業費 799,600円
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3-1-1-4-1　平成31年度広島県障害者芸術文化活動支援事業　 
＝まちづくりに関わる事業 

3-1-1-4-2　文化庁平成31年度障害者による文化芸術活動推進事業 
＝まちづくりに関わる事業 

事業目的
○ 障がい者芸術文化活動に関わる、活動基盤の充実・強化。 
○ アートに関する、相談窓口。 
○ 今後の障がい者アートのあり方を考え、目標を共有する。

実施日時 通年

実施内容

◯ 広島県アートサポートセンターの運営 
相談窓口の開設（相談員の配置） 
指導者の派遣 
創作支援 
人材育成など（権利保護に関する取り組み）

実施予定 通年

実施体制 スタッフ、専門家協力委員、アートサポーター

事業費 広島県障害者芸術文化活動支援事業として実施　　　 
事業費：7,785,000円

事業目的

○ 障がいの有無に関わらず、全ての人が文化芸術に親しむ。 
○ 障がい者による文化芸術活動の充実。 
◯ 社会包摂に資する文化芸術活動の拡充。 
○ 障がい者等の文化芸術活動への参加促進。 
○ 障がい者等文化芸術による社会的価値を創造。

実施日時 2019年7月～2020年3月31日

実施内容
○ 演劇活動の場づくり、人材育成、指導者の派遣 
○ 発表の機会の提供 
○ 取り組むを広める活動　など

実施予定 2019年7月～開始予定

実施体制 スタッフ、演劇関係者、舞台芸術制作室無色透明と協働実施

事業費 文化庁H31年度障害者による文化芸術活動推進事業として実施 
　事業費（予定）：5,466,000円
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3-1-1-4-3　アートサポートセンターひゅるる自主事業 
＝まちづくりに関わる事業 

3-1-2 地域・社会啓発つながりづくりプログラム＝まちづくりに関わる事業 

3-1-3  地域協力プログラム　＝まちづくりに関わる事業 

事業目的
○ アートによるまちづくり事業と協働し、社会への普及啓発を行います。 
○ 障がい者アートの普及・発展に向けた取り組みを行います。 
◯ 障がい者アートを取り巻く社会情勢を踏まえ、新しい視点を提案します。

実施日時 通年

実施内容

◯ 他機関、他施設などと協働した取り組みを行います。 
○ アート活動に関する、相談や協働の窓口になります。（一部、広島県アー
トサポートセンターの事業と兼ます） 
◯ 必要に応じ、各施設・団体との協働で事業を実施します。

実施予定 通年

実施体制 スタッフ、専門家協力委員、アートサポーター

事業費 180,000円

事業目的 啓発活動とあわせて、地域住民やボランティアとつながりを深めていきながら、
「ともに生きていく」地域づくりを目指します。

実施内容 春・夏まつりや餅つきなど、地域の方との交流を深める行事を主催します。
また、今年度は地域の様々な団体との協働の輪を広げていきます。

実施予定 通年

実施体制 スタッフ、ボランティア、地域団体など

事業費 100,000円

事業目的 地域行事の賑わいに貢献し、地域住民とつながりを深めます。

実施内容 公民館まつり、区民まつり等地域行事への協力を行います。

実施予定 通年

実施体制 スタッフ、ボランティアなど

事業費 0円
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3-2  コミュニティボランティア育成プログラム 

　今年度も地域のボランティア育成の拠点として、学生がボランティア活動に興味を持ち気軽に参
加できるきっかけづくりを行います。そのため、地域の中学・高校・大学へポスターを掲示した
り、SNSを利用した情報発信など、私たちの活動について知ってもらい参加につながる工夫をして
いきます。また、引き続き他団体と協働、連携しながら、人やまちを豊かにすることにつながる
プログラムを行っていきたいと思います。 

3-2-1  ボランティアセンタープログラム　 
＝ボランティアおよびボランティア団体の参加・ 

育成支援、そのための助言に関わる事業 

3-2-2  ボランティアコーディネーター養成講座　 
＝ボランティアおよびボランティア団体の参加・
育成支援、そのための助言に関わる事業 

事業目的

○ボランティアに関心のある人々を巻き込んでいきながら、学び・学びあいの場を
提供していきます。 

○私たちが展開する様々なプログラムに参加することを通じて、ボランティア・市
民活動について相互に学び合う場を作ります。

実施内容

⑴ それぞれの拠点、行事等でのボランティアの積極的な受け入れ 
⑵ 中学生～大学生のボランティアの積極的な受け入れ 
⑶ 定期的なメールマガジンの配信による、活動の発信や行事の案内 
⑷ボランティア活動を通した成長の場と相互に学び高まりあう場の提供

実施予定 通年
実施体制 スタッフ、ボランティア、地域団体など
事業費 498,000円

事業目的

○ボランティアコーディネーターの知識を深めるとともに、実践力を身につけたコ
ーディネーターを育成することで、各団体におけるボランティア受け入れ資質の
向上と市民活動の充実を図ります。 
○広島の各現場で活動するコーディネーター同士が日常的につながることで、連携
によるコーディネートを可能にするとともに、協働によるまちづくり活動を実施
します。

事業内容 基礎編・応用編の研修を開催する予定です。

実施予定 通年（年２回）

実施体制 スタッフ、広島市社会福祉協議会との共催

事業費 30,000円
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3-2-3  広島市災害ボランティア活動連絡調整会議プログラム 
＝緊急・災害時の支援に関わる事業 

3-2-4  その他　講師・委員派遣　 
＝ボランティアおよびボランティア団体の参加・
育成支援、そのための助言に関わる事業 

3-2-5  職場体験・実習生等の受け入れ　 
＝その他、本法人の目的を達成するために必要な事業 

事業目的 「広島市災害ボランティア活動連絡調整会議」構成団体として、協働しながら災害
時の対応にあたります。

実施内容
⑴定例会議への参加 
⑵災害ボランティアセンター開設・運営シミュレーションへの参加 
⑶その他

実施予定 通年

実施体制 スタッフ、協働団体
事業費 0円

事業目的
講師や委員の派遣を通して、社会啓発、障がいのある子どもと大人の福祉の充実・
ボランティア・NPO活動を推進するための社会基盤整備、まちづくりに関する提言
を行います。同時に他団体とのネットワークを強化していきます。

事業内容 行政・学校・他団体等からの要請に応じて、講師・委員を派遣します。

実施予定 通年

実施体制 スタッフ、ボランティアリーダー

事業費 0円

事業目的 教育現場と連携し、職場体験・実習生等の受け入れを行い、学生に学びの場を提供
します。

事業内容 学校等からの要請に応じて受け入れを行います。

実施予定 通年

実施体制 スタッフ

事業費 0円
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特定非営利活動法人 ｺﾐｭﾆﾃｨﾘｰﾀﾞｰ ひゅーるぽん　≪2019年度≫　活動予算案 （単位　円）

第1階層 第2階層 第3階層 第4階層 経常収益(A) 人件費(B) その他経費(C) 事業費または管理費計(D) B+C
配賦前当期経常増減額(E) 

A-D
共通経費配賦(F) 

※1
経常費用(G) 
D+F

配賦後当期経常増減額(H) 
A-G 備考

運営に関わるプログラム
運営

法人事務局 法人事務局（管理費） 184,000 16,005,809 10,582,859 26,588,668 △ 26,404,668 △ 20,900,709 5,687,959 △ 5,503,959
活動支援プログラム HullFan※2、一般寄付、指定寄付など 2,160,000 0 1,687,214 1,687,214 472,786 0 1,687,214 472,786 

特別会計
売電 504,000 0 130,421 130,421 373,579 0 130,421 373,579 
ぽんぽん施設利用費 712,800 0 10,000 10,000 702,800 0 10,000 702,800 

運営に関わるプログラム合計 3,560,800 16,005,809 12,410,494 28,416,303 △ 24,855,503 △ 20,900,709 7,515,594 △ 3,954,794

コミュニティスペース 
プログラム

こども発達支援センター

児童発達支援（ひよこ組） 児童発達支援（ひよこ組） 73,348,360 33,749,613 2,455,066 36,204,679 37,143,681 12,813,553 49,018,232 24,330,128 
放課後等デイサービス事業（きっず組） 放課後等デイサービス事業（きっず組） 14,267,427 14,734,058 672,776 15,406,834 △ 1,139,407 6,800,892 22,207,726 △ 7,940,299

保育所等訪問事業 保育所等訪問事業 116,724 0 89,000 89,000 27,724 0 89,000 27,724 
その他（訪問事業） 0 0 0 0 0 0 0 0 

障害児相談支援 
障害児指定特定相談支援 
広島市障害児等療育支援

障害児相談支援 1,729,744 4,111,764 95,200 4,206,964 △ 2,477,220 261,582 4,468,546 △ 2,738,802
障害児指定特定相談支援 0 0 0 0 0 0 0 0 
一般相談 0 0 0 0 0 0 0 0 
広島市障害児等療育支援 473,370 1,897,536 105,400 2,002,936 △ 1,529,566 261,581 2,264,517 △ 1,791,147

その他こども発達支援センター自主事業 自主事業 0 0 24,000 24,000 △ 24,000 0 24,000 △ 24,000
こども発達支援センター共通 センター共通 0 0 3,508,212 3,508,212 △ 3,508,212 △ 3,508,212 0 0 

こども発達支援センター合計 89,935,625 54,492,971 6,949,654 61,442,625 28,493,000 16,629,396 78,072,021 11,863,604 
コミュニティ 
ほっとスペースぽんぽん

地域活動支援センターⅢ型（4月～7月） 
就労継続支援B型（8月～3月）

日常生活指導（一般会計）※3 14,418,522 9,576,372 1,348,592 10,924,964 3,493,558 4,319,313 15,244,277 △ 825,755
特別会計 3,240,000 1,080,000 2,070,000 3,150,000 90,000 0 3,150,000 90,000 

コミュニティほっとスペースぽんぽん合計 17,658,522 10,656,372 3,418,592 14,074,964 3,583,558 4,319,313 18,394,277 △ 735,755
コミュニティスペースプログラム共通 0 0 48,000 48,000 △ 48,000 △ 48,000 0 0 

コミュニティスペースプログラム合計 107,594,147 65,149,343 10,416,246 75,565,589 32,028,558 20,900,709 96,466,298 11,127,849 

まちづくり・ 
ボランティア育成 
プログラム

まちづくり
アートによるまちづくり

アート・ルネッサンス2020 1,220,000 0 1,220,000 1,220,000 0 0 1,220,000 0 
幸せProducts. 300,000 0 300,000 300,000 0 0 300,000 0 
アートスペース 726,800 0 799,600 799,600 △ 72,800 0 799,600 △ 72,800
アートサポートセンターひゅるる（広島県受託） 7,785,000 4,968,000 2,817,000 7,785,000 0 0 7,785,000 0 
アートサポートセンターひゅるる（自主事業） 180,000 0 180,000 180,000 0 180,000 0 
アートサポートセンターひゅるる（文化庁受託） 5,466,000 51,000 5,415,000 5,466,000 0 5,466,000 0 新規

地域・社会啓発にぎわいづくり 夜市、桜まつりなど 100,000 0 100,000 100,000 0 0 100,000 0 
地域協力 公民館まつり、安佐南区民まつりなど 0 0 0 0 0 0 0 0 

まちづくり合計 15,777,800 5,019,000 10,831,600 15,850,600 △ 72,800 0 15,850,600 △ 72,800

ボランティア育成

ボランティアセンタープログラム ボランティアセンタープログラム 498,000 0 498,000 498,000 0 0 498,000 0 
ボランティアコーディネーター養成講座 ボランティアコーディネーター養成講座 30,000 0 30,000 30,000 0 0 30,000 0 
広島市災害ボランティア活動連絡調整会議協力プログラム 広島市災害ボランティア活動連絡調整会議協力プログラム 0 0 0 0 0 0 0 0 
その他　講師・委員派遣 その他　講師・委員派遣 0 0 0 0 0 0 0 0 

ボランティア育成プログラム合計 528,000 0 528,000 528,000 0 0 528,000 0 

まちづくり・ボランティア育成プログラム合計 16,305,800 5,019,000 11,359,600 16,378,600 △ 72,800 0 16,378,600 △ 72,800

緊急支援
0 0 0 0 0 0 0 0 

緊急支援合計 0 0 0 0 0 0 0 0 

合　計　金　額 127,460,747 86,174,152 34,186,340 120,360,492 7,100,255 0 120,360,492 7,100,255 

※1 共通経費配賦は人数（職員＋通所定員）に基づいて配賦しています。
※2 HullFanとは正会員・賛助会員の会費収入のことです。
※3 ぽんぽん 日常生活指導（一般会計）は4月～7月を地域活動支援センターⅢ型、8月以降を就労継続支援B型へ移行したとして予算組みしています。

資料４


